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高牧率パルプ製造に関ナる研究 (第 1 報)

アスプルンド法ノ〈ルフω を製紙用ノイノレフ。

と L て使用する試験

米 津 保 正(1)

r邑~ 崎 鑑 ヨ仁~(2)

宇佐 見岡典的

緒 -E三
アス 7・ルンド法バノL プは 1932 年 A. ]. A. A" I'r.rXD 氏により発羽され，チヅプを高庄蒸気処理した

のち，高圧高混下に小間隙の歯の間で圧潰し，機械的に解織して{乍られたパルプであるつ砕木パルプにく

らべ，収量はほとんど変りないが，繊維の切断が少ない特長を有し，従来繊維板IfJパルプとして使用され

てきた。

先年，当場に小引の試験用アスプルンド法解繊主主世が腕スされた。これは Asplund Laboratory Deｭ

fibrator と称され〔モ{タ- 10 馬力. 1425 回伝/分入断続的に操作されて. 1 回のチップ処理4能力は

約 300g (絶乾)であるつ

著者らはこのアスプルンド法パルプが繊維の損傷比較的少なく，かっ高収率の点に着目し，チップに適

当な前処理を行うか，あるいは製造されたパルプに適当な後処理を行えば，チヅフ・状のものを蒸解するよ

りは容易に，かつ高11'l.率に製紙用パルプを製造し得るのではなし、か主予想し，この実験を行った。

現今，裳紙用パノ!.-7.はもっぱら高収率，かつ高強度のものが望まれ，広葉樹ではセきケミカル法が実用

の域に達しているが，針葉樹ではこれらの目的をみたす決定的な製紙用パルプ化法が確立されていない現

状であるので，本実験では供試料にアカマヅおよびへムロックなどの針葉樹を用いた。

1. 製紙用パルフ。としてのアスプルンド法パルプの価値

1.1. 原料アスプルンド法パルプ

この機械に使用するチップは 2x2xO.2cm ぐらいの大きさのよく揃ったもので，普.iiliの蒸向!f!に使用す

るものより薄いものでなければならなLらまた，水分は 30% 以上でなければ円滑な解級は仔われない、

かようなプナチヅプを用いて予備試験を庁った結果は第 1 表のとおりである n

表中 Preheatiτ19 とは空の解繊室に蒸気だけを通して装置を暖めることをいい. Steaming とは暖まっ

た解繊室にチ Y プをスれてさらに蒸気を通してチヅプを軟化させることをL 、う c また. Defibrating とは

Steamin.g 終了直後，モ{ターを回 1乏して解織することをいい，解繊中も蒸気を通して常に圧を一定に保

つようにした。第 1 表の No. 1, No. 2. No. 3 の条件によってえられたパルプ。繊維の形状を写英 1 に示

す。

(1) 林産化学部/ミノレプ及繊維板科長 (2). (3) 林産化学部ノ勺レプ及繊維版科ペノレフ。研究室員
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第 1 表 実験対J Asplund Defibrator によるプナのパルプイヒ条件

Table 1. Pulping condition of Beech by Asplund Laboratory Defibrator. 

lNo1  N0.2No.  3 

チップ(絶乾) Chip (bone dry) 

予熱 Prehe8.ting

g I 300 300 3∞ 
10 mins. , 8 kg/cm' I 10 mins. , 8 kg/c明， 10 mins. , 8 kg/cm' 

スチ F ミング Steaming 2 miω. ， 10kg/cm'l .2 mins. , 8lzg/仰， 2 mins. , 8 kg/印l'

解繊 Defibrating 2 mins. , lOkg/cm' I 2 mins. , 8kg/c仰， 1 mins. , 8 kg/cm' 

アンペア Ampere 24 29 28 

全収率 Total yield % I 81.8 81.9 86.2 

67.1 73.4 69.0 
精選収率対チ Y プ (16 cut) % I 
Screened yield against chip (16cut) I 

第 2 表 アカマツおよびそのアスプルンドパルプの化学成分

Tab!e 2. Comparison of chemical comp口ロent between Red Pine chip and 

its Asplund pulp. 

NO.4 [減少率
Aちplund pulp Rate of 

Chip 
decrease 

対パ)j..プ 対チヅプ
% 9~ ， against pulp ?i , against chip /。。/ 

H又 率 Yield 100 79.33 

j火 分 Ash 0.33 0.30 0.23 30.30 

冷水抽出物 Cold water extractives 2.08 0.57 0.45 78.37 

温水抽出物 Hot water extractives 6.18 1.60 1.27 79.45 

アルコ{ノレ・ベンセ‘ン 11[]Wl�7l.J 
7.41 2.64 2.09 71.79 Alcohol.benzol extractives 

ペント{ザン Pentosan 11.38 9.88 7.84 31. 12 

リグニン Lignin ::'3.10 26.34 20.89 9.57 

ロ{エ f荷 Roe number 26.57 

ホロセルロ{ズ Holocellulose 78.50 72.93 57.86 26.29 

αーセルローズ Q; ーCellulose 51.95 55.59 44.10 15.11 

解縁状態，収量，フラ γ ト・スクリーン粒量等から考えると， No. 1 の条件，すなわち Steaming，

Defibrating ともに 10 kg/cmヘ 2 分あてがもっとも適当と思われる。

アカマッチップで手守験した結果も同様に， 10 kg/cm' , 2 分あての条件で良好主恩われ， その収率は

79.33%，スグリ{ン粕は 6.33% であった r

以下本百ìjでの供試アスプルンド法パルプはすべてこの条件で製造したものである。

アスプルンド法によるパルプイヒの際， 相当の高熱(約 1800 C) と， 機jJ史的央IH阜のために，化学成分に

変化があると思われるので，アカマツ材粉と，そのアスプルンド法パルプを燦準分析法により分析比較し

た。その結果は第 2 表のとおりである。

混t ì.令水抽出物の減少は当然であるが，ペント{ザン，アルコ{ノL ・ベンヅ{ル抽出物， a;-セルロ{ス

も相当減少するのはi主円すべき現象である ι これは次節においても触れるが，おそらく蒸気加熱によって

生成した有機酸により加水分解をおこしたものと思われる。



No. 1 No.2 

スチ{ミング スチ{ミング

Steaming 2mi山.， 10 kgfcm' Steaming 2mins. , ShgfClが

F斥 組L ~JI~ 市政
Defibrating 2mins. , 10 hgfcm' Defibrating 2 rnins. , S/lgfcm' 

No.3 

スチーミング

Steaming 2mills. , Shgfcm' 

両手 紘
Defibrati昭 1 min. , S hgfcm' 

写真1. 16 cut フラットスクりンで粕iきされたブナ・アスプルシ F' パルプ (第 1 表を参照ノ

Phot. 1 Beech Asplund pulp screened by 16 cut flat screeロ. (cf. Tabl 1.) 
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1.2. 亜塩素酸ソーダによるアスプルンド法パルプの脱リグニンとその強度

-般的に，パルプ中のリグニン含有量が或る限探までは少ないほど紙力は強く，その限wをこえてリグ

ニンが減少すれば，ふたたび強度は{fJ;Tするといわれている一し方 a し最近，木村，寺谷，宣n氏等1)はリグ

ニン含有量 0 のパルプが最高の強度をあたえると報合している。いずれにしても. No. 4 のアカマツのア

スプルンド法パルプは， リグニン含有量 26.3!% で，何等かの方法でmí.リグニンしなけれぽ，とうてい浅

い製紙IlJパルプはえられないコこのパルプrj~ のリ r ニンは，加熱のために天然リグニンとくらべ，多少変

質していると，思われるが. ，11\塩素酸ゾ{ダによる 1M. リグニンを試みた(この方法はホロセルローズへの似

湾少なし現在では最も加想的なIJjl リグニン主主と認められているみすなわち. L. E. WJ8E. Maxine 

第 3 表 NaCIO，によるアスプルンドパルプ(アカマヅ)のIljí.リグニン

Table 3. Deligninification of Asplund pulp (Red Pine) by NaCIO，宮

No. 5 No. 6 No. 7 

試斜(蹴) g| 5 1 5 1 5 
Sample (bo口e dry) J 

処理回数 Treated stage 

NaC10, 
濃酪酸
co口c. CH"COOH 

g I 

drop 

液量 Liquor volum cc 

混皮 Temperature oC 

時間 Time min. 

収率(対試料)

2 

1.5 1.5x2=3.0 

10 10X2ニ 20

160 160 

80~75 70~65 

60 35x2=70 

94.30 92.00 Yield %. against sample /7.VV  /~.VV 

収率(対チップ)_L _L".  凡81 72.98 Yield 9~ ， against chip , '.l.Ul f L..;;V 

リグニン(処問後~___L___L 20.08 17.13 
%. after treatment ~V.VV .'..v 

リグニンの筏溜率 % f 71.89 59.83 
Rate of remaini昭 inlignin ".V/  J/.vv 

3 

1.5x3ニ 4.5

10x3=30 

160 

70~65 

35x3= 105 

90.00 

71.40 

13.91 

17.53 

第 4"そ NaCIO，によるアスプルンドパルプ(プナ)のIlìí.リ r ニン

Table 4. Delignification of Asplund pulp (Beech) by NaCIO, 

No. 8 

5 

4 

し 5X4 ニ 6.0

10X4二 40

160 

80~75 

60 X4=240 

74.10 

58.78 

1.11 

11.56 

No.9 No. 10 No. 11 

試料(絶乾) Sample (bone dry) 

処辺 rì11 数 Treated stage 

g , 5.025 

3 

NaCIOョ g 0.5x3= 1.5 

濃酷酸 coロc. CH3COOH drop I 10x3=30 

液量 Liquor volum cc i 160 

温度 Temperature 0C 1 75~即

時間 Time hr. I 1 x3=3 

収率(対試料) Yield %, against sample 88.36 

収率(対チヅプ) Yield %. against chip 

リグニン(処理後)
Lig口1口%. after treatment 

リグニンの著者溜率 % 
Rate of remaining irllignin 

72.23 

6.83 

30.14 

5.062 5.00 

4 3 

0.5x4=2.0 

10X4=40 

160 

75~80 

lX4=4 

84.29 

68.91 

5.63 

23.70 

し 5x3ニ 4.5

lOx3=30 

160 

75~80 

lx3=3 

84.96 

69.45 

2.51 

10.65 



No. 4 

1[1¥ )01 J'IJ! 
Not aft巴r treated. 

No.8 

NaC10.，による 4 段史m:nt
Treated by N,,-C10, on 4 stages , 

JW、 n[Jß斥
unbeateロ， 1.1.5' S. R. 

No. 8 

NaC10，による 4 段!<I!Fll
Treated by NaC10包 O口 4 stages, 

ボ~ 71--ミルで叩解
beaten by ball mill , 57' S. R. 

主手主主 2. J県史'IlドHアカマツ・アスプルンドパルプと NaCIO，主1m!物J との比較 (第 2. 3 および 5 表を参照)

Phot. 2 Comparﾎson betweeD after treated by NaC10, and no tre乱ted Red Pine Asplund pulp. (cf. Table 2, 3 and 5) 

Stcaming 2 mins. , 10 kgfcm2, defibrating 2 mins.. 10 kgfcm'. screened by 16 cut flat screen. 
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No.11 

Unbeaten. 

No.11 

Be旦ten by ball mill , S. R. 51 . 

写真 3 NaCIOきで 3 段、処理したフeナ・アスプルンドパルプ

(第1， 4 , 5 表および写，真 1 を参照〉

Phot. 3 Beech Aspluτld pulp delignified hy NaC10, on 3 stages. 

(cf. Table 1, 4, 5 and Phot. 1). 

Steaming 2 附ins. ， 10 kg/cm' , defibr乱ting 2mins. , 10kg/cm2 

screened by 16 cut flat scree口.

第 5 表 NaCIO，によって脱リグニンされた
アスプルンドパルプの物理的性質

Table 5. PhysicaI nature of Asplund pulp 
delignified by NaCIO, 

MUHPHY and Alfred D'AlJDIEιü2i 

の方法に準じて，アカマヅ・アスプノレ

ンド法パルプでは処理回数 1~4 回，

No.8 I No. 11 フ'ナパルフロて、は 3~4 Iillの孤塩素酸ゾ

Chip アカマヅ

Red Pine 
Thickτless mm 0.08 

Substance gfm2 61. 72 

Apparent density g/cc 0.82 

フナ

Beech 
0.09 

59.74 

0.66 

{〆処理を行い，脱リグニンの状態を

検討した結果を第 3 表および第 4 表に

示す~

裂比断引Te長裂ar度} Breaking length km 7.3 

resistance/subst旦nce X 100 59.1 

4.2 

J4.4-一

いずれも処盟条何ニの激しさに尼じ

て， リグニン含有量とともに収量は減

少したリ比破裂度 8.2 Bursting strengthjsubstance X 100 

耐F折01 皮ding endurance maximum I 4263 
mlnln1UlTI 2160 

average 3008 

白色度 Bright口ess Hun出 9'Ó I 45.2 

2.5 

56 

21 

42 

69.9 

これらのホロセルロ{ズパルプの

うち，アカマヅでは市1塩素直室ゾ{ダ処

理 41口 lのもの，すなわち第 3 表の No.

8 ，プナでは処理回数 3 回のもの，す



高収率パルプ製造に関する研究(第 1 報) (米沢・宮崎・宇佐見) 月
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なわち第 4 "，廷の No.11 を. T APPI Standaγdô により抄紙し. ]IS 境陪で強度試茨を行った結果を第

5 表に示すりまた，これらのパルプの叩解前後の顕微鏡写真を写真 2. 写真 3 に示す。

亜鉛素酸ゾ{ダ処理により，繊維の結束告1\がよくほぐれ. P[J解による紙維の1支条化も明瞭である、

強度の方は相当大で，透明度高く，緊ってパリパリした~じがあっ，へきセルローズ含量の大きい紙の

特性をよく wわしている。フ'ナの方が含有リグニン量が少ないのに，強度はアカマツに劣り，私j種による

強度の差が明示されている。

1.3. アカマツアスプルンド法パルフ。の塩素，苛性ソーダ，晒粉による 7 段処理

1. 2. により，アスプルンド法パルプもある程度税リグニンすれば， 相当主主力ペルプが得られることが

わかったので，実用的見地から 7 段処玉虫による精製を試みた 3 詳細は第 6 表に示すl

第 6 表塩素水. NaOH および日商粉によるアカマツ・アスフ勺レンドパルプの 7 段漂白

(試料 No. 12) 

Table 6. Seven stages refining treatment of Red Pine Asplund pulp by CI.water. 

NaOH and bleaching powder (Sample No. 12) 

供試アスプルンドパルプ No. 4 は 10 g (絶i乾)でそのローエ価は 26.57 である。

Tested Asplund pulp No. 4 was 10 g (bone dry) and it3 Roe number was 26.57 

条件
Condition 

ノ〈ノレ 7'

濃度
Pulp I 

coロcen・ l

trat卲n I 

添加剤
Added reagent 

段
Stage 

第 l 段
1st stage; Cl 

第 2段
2nd stage; NaOH 

第 3段
3rd stage; CI 

第 4 段
4th stage; NaOH 

第 5 段
5th stage; CI 

第 6段
6th stage; NaOH 
第 7 段 l判粉
7th stage; Blea. 

ching powder 
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~ÿ_.~重 文すアスプルンドパルプ

Yield %. against Asplund pulp 69.0 

収率対チップ

Yield %. against chip 54.7 

第 7 表 クラフト法，こよるアカマヅおよびフ‘十の蒸煮条件

Table 7. Cool，王ing co口ditio :1 of Red Pine and Beech by sulphate process. 

戸
乙
陪
e

l
m
町
C

温
h
目

同
判
e

H
H
m
に

時
T
h

2.0 24 

1.0 90 

1.5 21 

1.0 90 

1.5 21 

1.0 90 

1.0 40~45 

No. 13 No. 14 

チ ')7・ (帝色点ど) Chip (bone dry) g 

全アルカリ (Na，O として) Total alkali (as Na,O) % 

硫化率 Sulphidity % 
20 

アカマツ Red Pine 100 プナ Beech 100 

15 

20 25 
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すなわち第 1 ， 3 , 5 段で塩素をロ{

エ何より計算した必要量の計 110% を

塩素水として添加し，第 2 ， 4 , 6 段で

苛性、/~ダを計 17% 使用し，第 7 段

でロ{エ何から計算した必要量の20%

の有i')J塩素を含む晒粉で‘漂白したとこ

ろ，収率はチップに対し 54.74% であ

った。一方向じアカマヅチップを，大

体t~j1ちの条件，すなわち第 7 表および

第 1 図の条件で，硫酸塩蒸解および抄

紙して，これら三者の物見!試験を比較

したのが第 8 表である乙

りはるかに高かったー

7段精製したものは，アカマヅの硫酸塩ノ《ルプの強度に及ばないが，プナのそれに匹敵し，収量はド可者よ

アカマヅ・アスプルンド法パルプの

第 8 表 アカマヲ K.P. , 7 段漂白したアカマツ・アスプルンドパルプおよび

プナ K.P. の物理的性質の比較

Table 8. Comparison of physical nature am口ng Red Pine K.P. , Red Pine 

Asplund pulp refined 0ロ seven stag巴s and Beech K. P. 

No. 13 No. 14 No. 12 

, ?段漂白したアカマツ・アス

試 斜 Sample
|アカマ-:;; K.P・ プナ K.P. 'プノ1..-:/ドパノレフ。
Red Pine K.P. I Beech K.P. I Red Pine Asplund pulp 

refined on seven stages 
日 [J 解度 Freeness 5.2 50 53 

日[J解時間 Beating time mzn. 120 120 50 

厚 さ Thickness 押7m 0.09 0.09 0.08 

平干 量 Substance g/m' 67.21 69.00 73.00 

緊 度 Apparent density g/cc 0.75 0.77 0.91 

i裂七断長 Breaking length km ' 10.3 7.8 7.3 

引Te裂ar度resistancejsubstance X 100 123.4 107.3 69.2 

Jt破裂度 9.1 5.9 6.2 Burst皮ing stre時th/s山staぽe X 100 
i酎才斤 Folding endurance 

2646 .2325 2898 maXIlTIUm 
ロllmmum 1805 1277 1138 

average 2184 1822 1988 
白色皮 61.2 

Brig度htness Hunter F。7dノ0 

透明 Opacity 70.0 

り !J・ニン Lignin 9/6 0.90 2.20 Trace 

収率対チップ Yi巴ld % against chip 41.2 48.8 5t, .7 

本部Jの実験により，アスフ勺L ンド法パルプは適当な精製処理により，製紙JlJパルプとして使用可能であ

る主考えられる。
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2. チップの前処理によるアスプ)[..ンド法パルフ。の品質改頁

蒸溜水に木粉を加えて加熱すると，海i次酸性を早してくるのは，有機酸の生成によるものとされてい

る。アスプルンド法によるパルプイヒにさいし，高温蒸気中での処廻のため，当然酸の生成が考えられ，前

節iにおいて jq<llれたとおり，ベントーザン， αーセルロースがι威少してくるから，チヅフ・にあらかじめ弱アル

カリ性の薬品を添加して生成酸を中和し，ペルプの収量，品質の向上を企図した、

すでにアスプルンド氏3) '" はチップを蒸解ーf'r:片jのある薬品の稀薄溶液に大気庄下て、没した後，圧搾して

過剰の液を除去し，蒸気加熱，解織を行って好成績をあげ，薬品としてはアルカリ性のものが良く，苛i陸

ソーダ，月五硫酸ゾ{ダ等を用いた実猫例を報告'している。その目的とするところは，セきケきカル法の蒸

解士程を簡単化し，薬品，時間，燃戦の節約をはかったものである。

著者らはアスプルンド氏の方法と類似しているが， l威圧下に弱アルカリ性薬品を千ツプに彦、スさせ，

Steaming, Defihrating rþの酸性化を防ぎ，パルプの収量，性質を向上させる1l1'1~て‘試験を行った。

2.1. チツフ。の前処理方法

弱アルカリ性薬品としては炭酸カルシウムおよびjffi硫酸ゾーダを使用した 炭酸カルシウムは湿潤チ Y

プに平均してよくまぶした。亜硫酸ゾ{〆の方はチップを減圧下に 1 時開放置した後，減圧のまま照硫酸

ゾ{ダ水府液を添加し，引きつづき 15~18 時間減圧を保ってから，チヅフ。を怖とに取り出したc 余剰i祝賀

l土沃素法て合有im硫酸ゾ{ダを定量し，添加量との差をチ Y プへのi添ス量とした。したがってこの場合の

謬ス量は， JJ.力、けのチヅ 7'~参ス量である。

2.2. アスプルンド法パルプ化

パルプイヒの激しさと酸性化の程度を見るために Steaming は 10kg/cm2 ， 2 分としたが， Defibrating 

は 10 kg!cm¥ 2 分と 10 kg!cm九 5 分の 2 とおりを行ったっ

生成パルプの酸性の程度は， Defihrating 直後のパ)~プ 5g を 20 cc の蒸溜水中に懸河させた液の pH

で表わした。

これらの結果は第 9 災のとおりで，パルプ化条件の激しさと主もに，酸の生成量が多くなり，それが収

第 9 表 アスプルンド訟による前処理したへムロ Y クチップ (250g 組乾)のパルプ化

Table 9. Pulping of pretreated Hemlock chip (250 g , bo口e dry) by Asplund process. 

|スチー 解繊 izzu;15! ご予 1
さン Defihra- _，，-，~~'-:'::':_'，，~___ .'_: 

electric power. Am-I 
Steam1昭 ting -''K:W.H・， peぽ l

CaCO" (10% 対チップj を湿潤
No. 15 I チップに散布 !10kgimg, lohglM,| 04 

C証CO" (10% , agaiロst chip) was I 2 mins.' 2 例ins.1
spread to wet chip 

グ ， 10kg!仰ヘ|
5 nuns.1 

グ ，lO kg/cn!' ，
2 mins.1 

グ lO kg/c11!" i 

5mms.' 

前処理条件
Pretreating method 

|収率
pH 'Yield 

~ノ/。

口
ツ
• 4

‘ ハu
y

nu 

勺
J• 6

 
/o 

n
J
 

No.16 乙γ 1.1 0

7

B

 

••• 4

6

8

 

ハ
ツ

Q
U

マ
J

勺
4

に
υ
R
U

3

0

9

 

••• 6

4

3

 

円
U

ウ
ム

K
0

4

n

d

2

 

No.17 類、処 J'Ri No treating 0.3 

No.18 " 0.6 

Na.SO, (12.15% 文tチップ)を;威

No・ 19 i 圧下に注ス
I Na,S03 (1 2.15% , against chip) 
I was impregnated under vaccum 

No・ 20 i グ

10kg/cm" 
2 mins.: 

1 1O kg!cm' , 
5 mins.' 

0.3 26 5.95! 93.0 

// 0.6 5.93 , 92.4 
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量減少の一因となっていることを示している 無処斑チップからのパルプは pH，収率ともに侭く，また，

炭酸カルシウム添加チップからのは Defibrating に円滑を欠き，消費電力量も犬で，手触りなどから

も，製紙mパルプに[直iするとは思われないう

第 10 表 16 カヅトフラットスクリンによる前処瑚

チ γ プから得Tこアスプルンドパルプのス

クリーニング

Table 10. Screening of Asplund pulp prep呂red

from pretreated chip by flat screen. 16 cut. 

No. 15 

No. 16 

No. 17 

No. 18 

No. 19 

FiPぺ率対チツフスクリンrlJ収率対円プ
Yield of screened pulp Yield of screening, %, 

%, against chip against chip 

78.1 2.5 

60.3 18.1 

67.5 10.6 

68.3 3.2 

73.7 13.6 

No・ 20 1 79.9 3.5 

2.3. 精選および漂白

上一TIJパノ~ 7' 6 種をフラ、Y トスクリ

ーン 16 カットで精選した結果を第

10 ヨ廷に示す

No. 16 の炭酸カルシウム添加，

Defibrating 5 分のパルプは手触り

が閏く，スクリ{ン粕も多い

No.18 および No. 2J ，土地酸化

水素漂白を行う。従来セきケミカノレ

パルプおよび G.P. の漂白に最適と

いわれた泊酸化水素 1~3% ， 43 C , 

3~4 時間， 苛1全ゾーダ 1% ， pH 

10~11 の条件にならい，パルプ濃度は 5% で行ったラまた， No. 17 および No.19 は，塩素 苛位、ノ

{ダ、の 4 段処JU1で，塩素はローエ仰の 60%，苛性ソーダ、はノ〈ノレプの 2% を使用して軽度の脱リグニンを

行い，収量のi成少を械力防いで，強度の増加をはかったが，この条件では思わしくなく，詳細は第 11 表

に示す}実験番号は未明広{パノ~ 7' 喜子号末尾に B を付力n して示す。

第 11 夫前生11HHチップ虫、ら造ったアスプルンドパルプの漂白

Table 11. Bleaching of Asplund pulp prepared fr0111 pretreated chip. 

No. 17Bl 

|漂白前の
ロ{エf目i

I Roe number 
before 

hleaching 

17.63 

No. 18Bl I 

No.19Bl 

No.20Bl 

16.57 

14.90 

16.83 

潔白条件
Ble:tching condition 

第 l 段 Cl，ロ{エイl而の 30%; 室温: 1.5 f1寺r:i1
1st stage: Cl, 30% of Roe number; room 
temperature; 1.5 hrs. 

第 2 段 NaOH，試料に対し 1%; 90'C; 1 時間
2nd stage: NaOH , 1 % against sample; 90 

C; 1 hr. 
第 3 段および 4 段各々第 l 段，第 2段に同じ
パルプ濃度は総て 3%

3rd and 4th: the same as 1st and 2ロd reｭ
spectively. Pulp consistency was always 
39/6. 

|試料開し Hん弘 NaOH 1%，パノレフ濃
度 5% ， 43 C , 3.5 時間

H20ヨ 2 c)ó at口ld NaOH 1 % agains坑t sample , 

I N:'町No.l口7Bl に同じ the s鉛ame aおs No. 1げ7Bl

No.l悶8 B 1 ìにこ同じ the same aおs No. 1 凶8 B 1 

l 収率対米
1 7、 附f主主のロ
iHFRパル7 1 {エ価
l Yie14 小 Roe number 

agalnst 
afte i mblea巾d bleaching 

pulp 

84.5 20.20 

99.1 

94.7 

100_3 

20_51 

18.07 

22.01 

なお，炭酸カルシウムおよび亜硫酸ゾーダ前処理により，また，漂白によりロ{エf聞が増大するのは，

このパルプ化法の複雑性を示していると思われる c
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ランペンモ)[，.'こよる前処珂!チヅプから造った

アスプルンドパルプの 1111解

T:1ble 12. Beating of Asplund pulp prepareヨ from

pretreated chip hy Lampen milL 

f米沢・宮崎・宇佐見)高収率パノL プ製造に関する研究(第 1 報〉

第 12 表叩鰐，紗紙，物理試験

来日間，附パルプをランペンさん

2.4. 

l 川]解前三 l 叩解1時間(うれ| 叩限後の
フリーネ フリーネス

Fr:e;ess bcl~re Beati口手 tir11elFreeHe品旦fter
1刊 f日beating cc ",,,.. beating cc 

760 185 215 

725 120 220 

723 142 240 

194 215 

120 230 

120 216 

189 200 

184 215 

223 180 

280 150 

710 

740 

735 

No. 15 

No. 16 

No. 17 

No.17Bl 

No.18 

No.18BI 

No. 19 

No.19BI 

No.20 

No. 20B 1 

IIP解度 210 cc を

リグニン含有量の

250 cc ぐ多いパルプの常として

で常設叩師事し，

目標としたが，

らい泊、ら急激に 1111解が進み，なか

耳ìí硫酸ゾなか一致できなかった

{ダ前処理の No. 19 , No. 20 系

統のものは，特;こ奥橡な叩解状態

を示した。結果は第12表に示す。

TAPPI Standards により抄紙

し， ]IS 規路で紙奨の強度試験を

ヨミ行った結果を第 13 表に示す

中 No. 18B2 および No. 20B2 

供試パルプの 1% の市板繊維強化剤の 1% パルプ液に，はそれぞれ No. 18 B 1 および No. 20 B 1 

Ludox を添加l振最後抄紙したものである

第 13 表 n:大へムロックチヅプから造ったアスプルンドパルプの物珂l知性質

Table 13. Physical property of Asplund pulp prepared from impregnated Hemlock chip. 
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No.17Bl 
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No.18Bl 

No.18B2 

No.19 

No.l ヲ Bl

No.20 

No. 20B 1 

No.20B2 

チップの亘硫酸ソーダ前処理およびパルプ化条件の検討2.5. 

2. 1. ~2.4.によりチヅプの前処理法として亜硫酸ゾーダ水溶液浸漬法が比較的良好と思われるので，

穆透量，パルプイヒの際の Steaming の時間を検討した

亜硫国妻、1 ~ lJ."ìi参透量は絶乾チ Y プに対し， 6.9J% (No. 21). 3.89% (No. 22) 主し，試験法はすべて

前の方法主同じであるつ結呆は第 14 表および第 15 表に示すように，強度，特に耐折強度が依然弱L 、が，

No.21 が比較的よかった二なお. No. 21 B および No. 22 B は，それぞれのペルフ・を前と同条件で湿醍
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イヒ水素漂白したものである。

第 14 表 NaョSO，住スヘムロ γ クチップ (250g 抱乾)のパルプ化

Table 14. Pulping the Na,SO,-impregnated Hemlock chip (250g boロe dry) 

i 注入された l r | 電力消費 l Na，叫対|予熱 ス千τ| 解繊:白日…d Iアンペア| 収率
千ヅプ l グ ~~;'W':":_~ l' ~ "1 
lγ TbÇ"，~~_ electric pH Yield 

. Impre宮nated I Pre- ! Defibra- -;::"'~.:';，.~- I ̂ ~~~~~ I 
!NむSO，払 1 h;a'tl時 Steami昭 |tiHg idTfhlAmpm196  
. against chip I ••. ... ••. I 

N陥o. 1円川9引 1ロ2.1凶5 い川lωOk柑g/仰" 10 k旬伺g却/叩宮，川! lok相g/
.~'.W 10 η窃叫ms. , 2 押?ロIns. I 2 押1訂1ns. ~.~ ~~ ~..~ 

N陥o. 21川 6.9卯o !い川lωOk旬附g/仰d包 1ωOk匂kg!叩
w..w  1 ωO 問2問n附Sふ 2 削11臼俗1俗S. I 2 n附1引tn削包岱s. w.  W ~W I w..W  I 

No. 221 3.89 110~!f/Cn;'，: 10kg!cn:z', 110kß/cn:z',! 0.3 1 28 1 5 ぉ|肌7
U.U/  10 mins. . 2 mins. ' 2 mins. I V.V  ~V I V.~V I 

第 15 表 Na，SO，注ス量と処Jq[アスプノL ンドパルプの強度との関係

Table 15. Relation between weight of impregnated Na,SO, and strength of 
prepared Asplund pulp. 
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比引裂皮|比彼裂度 I f耐折度
Tear IBursting i Folding 

streロgth" ， AAI X 1 OOi --':"' :-...-,... x 100: 
substance substance -----i 

|。

。

30.4 

30.5 

26.1 

25.6 

24.1 

1.6 

1.5 

1.5 

1.5 

1.5 

第 16 丈 Na雪S03 注スヘムロックチップ (250g 絶乾)のスチ{きング時間

Table 16. Research for steaming time of NむSO".impregnated Hemlock chip 

(250 g bone dry). 

5.34 

!一一一 li両費電芳 一一面支率一橋忌τス五テ寂
スチ{ 岡市織 Con- アン |対チップl率対チップ
さング I sumed ペア i _TT  I Total Screened 

, De加ef巾i

S仇te白aming ， ting I power pe閃 I ag伊a討in冶s坑t ， (16 cut) %香，
|K. W. H.: I chip again坑 chip

10 kg/cn:'. 10 kg/cザ '10kg/cn:'， I 0.3 1 28 ! 5.40: 93.6 69.1 
10 mins.! 2 mins. 2 mins.1 w.W  i '.W I w..w  I 

10kg/叩， : 10 kf5!C17_l'. 10 kg/叩'" 0.45 I 23 t 5. 50 i 91 .4 8 1 . 6 
10mzns. 5mzns. 2mzns. ~..W ~~ ~.W~ 

lOkg/cm" , 10kg/cm" 10kg!c刀l- ， n '")c 
0.25 I 22 5.12 87.7 

10 附ins.' 10 mins. 2 mins. w.~W 

10 kg/cm' , : 10kg/cmヘ 10kg/cl1!'. 0.20 24 i '1. 83 I 88.9 
l Oml出・ 30 mi畑・ 2mins. V.L.V .L."T 

84.0 

一
熱
ト
時

一

r

十
巾

一
予

P

町
山

一

F
'
H

一
九

J
U
'
p

-
民
プ
出
%
い
知

一

h
y

口

3
1

一
刊
十
時
一
山
川

一
一
回
一
対
同
日
川
一
昨

No.21 6.90 

No.38 

No.39 

NO.40 i 

5.34 

5.34 89.4 

また， No. 21 程度の前処理千ヅプの Steaming 時苛を倹討したのが，第 16 表および第 17 表であ

る。すなわち電力 pH，全収率はきわめて常識泊な結果を示す。 Steaming 時間の長い方が，精選収量

は多く強度もやや高くなる。

2.6. 5E硫酸γーダ+炭酸ソーダ水溶液によるチツフ・の前処理およびそのパルプ

チップ中に穆透した斑硫酸ソーダが，単にノ〈ルプイヒ中に生成する有機酸の中和にのみ消費されるなら
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第 17 表 Na，S03 注入へムロックチヅプのスチ{ミング時間と処理ーアスプルンドパルプの強度との関係

Table 17. Re!ation between steaming time of Na,S03.impregnated Hemlo:::k chip 

and strength of prepared Asplund pulp. 

f米沢・宮崎・宇佐見)高収率パルプ製造に関する研究(第 1 報)

裂断長 I 1七号 i 裂度 1ヒ破裂度 l
BmkinglTear Burstiロg i 耐折度
length resistance 只柑tre削h" 'AJ ~~~~~~ 口

XlωO∞O 一 XIω0∞O削le口du
h押閉t substance substance 

1

0

0

2

 

1.5 

1.4 

1.6 

1.8 

30.5 

28.5 

28.9 

34.7 

3.7 

2.3 

2.9 

3.3 

i 緊皮
i Apparent 
density 

gfcc 

0.53 

0.53 

0.56 

0.59 

厚さ|坪量
Thicknessl Substance 

g/m' 

68.70 

63.00 

62.10 

58.50 

ml刊

0.13 

0.12 

0.11 

0.10 

No.21 

No.38 

No.39 

NO.40 

第 18 炎 Na.S03 および Na，C03 注スチ γ プ (250g 絶乾)のアスプルンド法によるパルプ化

Table 18. Pulping the Na.S03' and NaョC03.impregnated chip (250 g bone dry) 

by Asplund process. 

:電力消費
c |て三 1 収率
。口~ ""' -� I 

sumed I : pH 1 Yield 
electricl Am. 
power pere 

k.W.H. , 

「:入 l 注入|
NaョS03 'Na,C03 
文Tチヅプ l文すチップ
i Impreg. Impreg.' 

lnated naM 
Na,S03 I Na2CO, 

%, %. 
against against 
chip chip 

ムロック|ハ ハ 110kglιマz' ， 10kgfcm'. 110kgfcmヘ
Hemlockl V V 10mins. 2mim.1 2mins. 
、ムロック I 3.89 ' 0  I川lωOk矧g(仰宮， 1ωOk匂g(μcm吋川lωOk旬g(仰M宮ヘ, 
Hemlo児叫ck王<.! v.U7 V lOmin附s. 2 mi托描5.1 2 min悶雪.

ムロヅ fκO.ふ5印o 3.5幻7 川lωOk勾矧gd/叩cm' ， IωOk匂矧g(
Hemloc 正 10mi 削 2 刑111削5.1 2 托nll口川nおS.
アカマ γl ハ ハ Il0kg(μcm河包♂ヨヘ. 10kg(cm' , Il0kg!cmヘ
Red Pine I V V 10 mi附 21nins.1 2 mins , 

No・ 43 1. アカマヅ 1 A.05 1 0 1lOhg/cmヘ 10kg(cm\ 110kg(cmヘ
1 Red Pine' ~.W V 10 mins. 2 mins.! 2 min5. 
|アカマγA A~ ~ ~A :lOkgfcm¥ 10kg(cm'. 10kg(cm", 

N044RedPiml O 02 山 !10mm2mi此 7. mins 

織

Defibra. 
ting 

解スチー

さング
熱

Pre. 
heating 

予
チヅプ

Chip 

。ノ

/。

86.7 

86.2 

81.9 

内J

〆

0

.• 円
U
4
U

Q
J
n

む

に
J

ハU

内d
q
u

•• 只
U
7
'

89.7 

4.05 

7.30 

3.45 

5.25 

32 

28 

21 

29 

29 

0.3 

0.35 

0.30 

0.3 

0.3 

Steaming 

No.17 

No.22 

No.41 

No.12 

2ヲ

Na，SO，および Na.COJ の注ス量と処理アスプルンドパルプの強度との関係

Relation between weight of impregnated.NaョSO， and -NむCO.. and 

strength of prepared Asplund pulp. 

0.30 

第 19 'j廷

Table 19. 

(叫忠tLWt1B2354tfool哩:015思
mm i gfm2 g(cc km sub山口ce " . ~~ I substance " . ~~ 1 

No・ 17 I 0.14 65.必 0.47 1.3 21.3 0.9 0 

No.22 I 0.12 68.30 0.57 2.5 25.6 i.5 I 

No.41 1 0.15 81.58 0.54 2.1 29.4 0.9 0 

No・ 4210.15| 江34 0.49 1.2 27.2 0.3 0 

No・ 43 1 O. 17 85 . 38 0 . 50 2. 1 29.0 O. 8 0 

No.44 0.15 79.84 0:53 2.0 29.0 0.7 0 

ば，その一部を炭酸ゾ{ダと代替してもよかろうと恩われるので，両者を同一重量あて溶解した液でチヅ

プを前処理し，余剰液は初]めに沃度法で亜硫酸ゾーダを定量し，つぎに別の余剰l液に必要量の沃度液を加
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えてから，塩酸で炭酸ゾ{ダを定量したコ他の実験主主は前主全く同様にして，へムロックおよびアカマヅ

を供試料とした結果は， jflr;処県のものおよび亜硫酸ゾー〆単独処fQlのものと比較して第四表および第四

表に示す。

炭酸ソ{ダの方がチ、Y プに穆透しやすいが，パル7"の収半，強度ともに車硫酸ソ[ダ、兵仏政:の方が健って

いる c しかし，無処理のよりはし、くぶんかは向上しているけ

2.7. 亜硫酸ソーダ前処理パルプと G. P. との混妙

上主の実験により，千 ';/7・の前処沼i方法としては，車liAf限、1- 夕、、穆透tkが比較的良結果を得たが，強度

はなお弱く，特に耐折強度は著しく弱L、ので，他の紙料と j昆抄すれば，製紙用パルプとして利用可能と思

われる c ここでは新聞紙刑の S. P. として利用しうるか否かを検討した

。1<試料としては亜硫酸ゾ{ダTì万処潤!チップから製造したアスプルンド法パルプの No. 19, No. 21, 

No.22 を用い，市販 G. P. と 10~50% の害jで、混合し，間f解機にかけたのみで叩解しないで抄紙した

結果は第 20 表のとおり，裂断長はし、ずれも 2km に達せず，この種の利用法は不適当であった

第 20R G.P. と Na，SO"注入アスプノレンドパルフ・を潟抄した紙強度

Table 20. Stre口gth of Na,SO ,, -pretreated Asplund pulp mix巴d with G.P. 
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本質)ìの実験により，チヅフ・の前処理には炭酸ゾ{ダ塗布よりも，亜硫酸ソーダ水浸漬の方がパルプの収

量，強度ともに高く，塩素 苛性ソー〆 4 段央l国!で軽度に脱リグニンしでも，強度の上昇は収量の減少を

償わず，白色度はかえって低下する二また，j!!!;酸化水素漂白は，収量の減少，強度の増減はほとんど無く

白色度は大分向上することが認められ，市i.fvrf酸ソ{ダ前処理の際，その一部を侠股ゾ{ダで代替すること

はこの結果からは不良であった。要するに， jJp.硫酸、1 - ダ前処理，過酸化水素漂白により製造されたアス

プルンド法パルプは，収量，強度，白色皮の向上することは確実であるが，単独では製紙用パルプとして

なお拐し他の紙料と混抄して利用しうることが期待されるが，新聞紙用 S. P. として用いることは不適
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当て、あった「

3. アスプルンド法パルフ。の後処理について

アスプルンド法パルプはチップにくらべて，薬品の穆透速ししたがって化学反応もより均質的に進行

し. 11押\1.使m薬品量，熱量の節減が予想されるので，後生町!llIH 1) )f< ニン iこよって，製紙月j ペルプとして

の品質向 kを企図した。実15食にさいしては，組維状;こ解織されているので薬品の繊維素への侵害も考えら

れるから，なるべく緩和な究1ml方法を選んだc 供試料はすべて1.および 2. で製造したパノL プを使用し

ユ、
1- 内

3.1. クラフト法による後処理

はじめに No. 17 のアスプルンド法ペルプを用いて，クラフト法蒸解液二よる Ijìl リグニンのft度を検討

したっ処則条件は第 21 表，蒸解曲線は第 2 到に示すご

第 21 j廷 クラブト蒸者液によるアスプルンド

パルプ後処琵!条件

Tahle 21. Condition of after.treating Asplund 

pulp by kraft process liquid 

試桝
Sample 

lfii' 比
Liquor ratio 

全アルカリ

(No. 45~No. 49) ・

Asplund pulp No. 17. .2己 g

(bone dry) 

1 : 30 

Total alkali 1O~23% against sample 
硫化率

Sulphidity 25% 
処即時間

Treated time 3 Ill's. 
最高温 i 

Muximum temperature 160'C. 1111'. 

200 

180 

! 60 

"" 140 
ν 

?プ J20

トニ 100 

叫 80
~~ 

60 

40 

3 4 
鴎閉 Tirne(hrs.)

第 2 図 クラフト法による蒸芳:図
(No. 45~No. 49) 

Fig. 2 Cooking diagram by 

Kraft process. 

(No. 45~No. 49) 

液Jtは 30 f汚容で íiったが，これが最小限であって， これ以トーで主任JQlすると，普通の実験室}刊のオート

クレー庁では均一ぷ煮は国型fff て、あった、 添加lアルカリ(土チップ Lこ対し1O~2J% で行い.との結束;は第

22 8にすこ示す。

第 22 cjた クラブト法蒸!!:ìこよるアスプルンドパルプのIJìl_リみニン

Table 22. The d巴lignification of Asplund pulp (No. 17' by kraft process coo:-cing. 

i 添加アルカリ 文問料 l
Added alkali % 収率対試料
agaimt sarTIPIEluldFb, agaiMsmple 

~o. ,,5 10 84.0 

No. ，-~6 13 80.0 

No. 47 16 79.2 

No. 48 19 76.8 

No. 49 23 76.0 

リノゲニン

Lignin 

'" ~ú 

ニー .04

04 

一( ー島、内~ . 晶uー、 ー! 

二4.90

二:..04

リグニン筏:包率
Rate of remaining 

in lignin n 

'0 

79.55 

フ4.65

70.15 

66.24 

65.92 
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J向上bの過大なためかと思われるが， lJ ì~ リグニン程度はti、外にJ芯く，薬液の i交透，蒸jlJIfo反応速度が期待し

たほど大きくはないようである。

つぎに No. 41 のアスプルンド法ベルフ・を大体 No. 45 1"，;度の条件でクラブト法蒸解したものと，同じ

へムロックチップの大体標準と思われる条件でクラフト法蒸解したものについて比較検討したご蒸解条件

の詳細は第 23 表および第 3 図，こ，また，それぞれの紙力試喚結果を第 24 表に示す。

第 23 表 クラブト法によるへムロックチップおよびアスプルンドパルプ (No.41)の蒸煮条{牛

Tahle 23. Cookinεcondition of Hemlock chip and Asplund pulp (No. 41) 

by kraft process. 

試料
Na"O としてのへアルカリ対的硫化学 i 液 lt 収率対チヴ 7
Tot旦 1 alkali ~" . ". T • Yield % 
as NaEO P6 , S11lpilidi137LIquor aminiJ Sample 
against sample % .~C山 original chip 

No. 50 I Hemlock chip 23 25 i 5 

No. 己 1 I Hemlock Asplund puJp No. 41 10.6 よ5 ! 30 

第 24 表 へムロックでi立った K.P.，アスプルンドパルプおよびクラフト法蒸煮

アスプルンドパルプの強度比絞

42.0 

81.7 

TabJe 24. Comparison o[ strength among K. P. , Asplund pulp and Asplund pulp 

cooked by kraft process, prepared all together from the same Hemlock. 

|厚さ|坪景 矧7長! lt 引裂度; Jヒ 1政裂度|耐折度
Thick-I ~-Su;一 緊 及 B殴re白a叫訓此ki王d山山~i巾in宮，T叩 Burs 
l s 1 山e Ap山口t ~î吋h 吋an机…?閃巾C骨e …gth" 'M! en叫n凶GU-density トー X 100---:.. -"M"-X 100; 

mm g/m' km ~ substance ----, substance 

No. 50 I 0.06 43.54 0.73 

No・; ~ I ~.: ~ 日1.58 0.54 

No 51! 0.11 67.54 0.61 

これらの結果を検討するに， 180 

液比の)i品大が最大の難点と恩わ

[

~140 
) 

日三 120

卜 100
相場

80 
囚H
.~ 60 

40 

10.2 139.6 9.7 2460 : 

2.1 29.4 0.9 。

.3.1 15.0 1.3 

2.6.'::: 

れ，普通クラフト法の薬品添加

率では，薬品濃度が薄すぎて ii花

リグニン反応が矧?二:Î'したはどjι

まず，反面薬品添加率を大にす

ることは，回収しうるとはいえ

けっして有利とは恩われないr

要するに，通常の薬品添加量で

は， fJi~ リグニンがきわめて不

充分で、，収量は多いが，強度は

到底， 普通K. P. ;こ匹敵し得

2340 , 234  

時間 Time (hrs) 

No. 50 Hemlock chip No. 51 Asplund pulp :r-;-o. 41 

第 3 図 クラフト法による蒸害者:図

ない。
Fig. 3 Cooldng diagram by Kraft process. 
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3.2. 硝酸5去による後処理

硝自宅;宝蒸解を試みた主なJ俣拠l工，チップの場合特に薄いものが好結果であること 5? ， およひある程度反

芯が[隼むと， リグニンよりはペントーザンの差是留率が高くなる傾向があり，高収率を門標とする点では有

利と忠われるためであるス一方，すでに繊維状となったパルプの精製に硝酸を使用することがきわめて好

成績という報Ff? と，反対に成緩劣J立という報子子?とがあるが，アスプルン!-"法ペルプの場合の様子を検

討するためにもこの~JJ唱法を試みた

最初]にアスプルンド法ベルプ No. .11 をmい.::!!t往の文献による蒸解条f'!二を参考iこして，第 25 表の条

件で蒸解を試み，パルプの強度の向日E度を第 26 表iこ示した

第 25 "，交ー へムロックアスプノL ンドパルプ No. .nの HNO，法蒸煮 予備実検

Tahle 25. HNO" process coo~dng of Hemlock Asplund pu!p No. 41 

preliminary experiment. 

HN03 蒸解条件
HNO, cooking condition 

NaOH 処用条件
NaOH treョting condition 

収率対 NO.41
Yield %. 

against No. 41 

'l花 上ヒ
No. 52 1 Liquor ratio 12. HNO 、 5%. 70'C. 

J 之 hrs.

No・ 53| N0・ 52 に同じ
The same No. 52. 

98.5 

No. 54 
No.52 に同じ

The same No. 52. 

液比
Liquor ratio 60. NaOH 0.2%. 

20-C. 1 hr. 
i{f( 比

Liquor ratio 33. NaOH :2?{,. 
100'C. 1 In-. 

100.6 

84.4 

iff'; 26 表 HNO" ì決蒸煮によるアスプルンドパルプの強EE増加

Table 26. Improve ，τlent on strength of Aゃlund pu!p cooked by HNO, proceョョ
prelirninary experiment. 
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加熱は重湯@r{:1で行ったが. 12 f;>:'容の液量ではやや不足気味であったコまた. 1\0.53 の 0.2% 苛性

ソーダ処理は，ホロセノレロ{ス中の紙強度;こ悪影響をおよ lますヘミセルロースは，この処理条件で拍古除

去できる勺ので試みたのであるが，この場合では，収量，強度の結果から見れば，硝酸 1) Jf ニンの除去が

全く庁われてないことがわかる c

以上の実設で硝酸処理が全く無効果でもなさそうなので，アスプルン F'法パルプ No.3 を用いて，稀

硝酸処理によるリグニン，ペント{ザンの除去状態を誠べた(液比 30 f音量，温度 75~85 こ C. 時間 1~
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ザンの筏~率が， リグニンのそれより大となっている 3 高収率をヨ的主ずる湯合には，この点を巧みに利

用すべきであると考えられるこ



へムロザク・アスプノL ンドパルプの稀 HNO， J;}日11によるリグニンおよひ

ペントーザンの除去

Removing lignin and pentosan from Hemlock Asplund No. 17 

by dil. HNO，・

-
No.58 
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第 27 ::，史

- 18 ー

Table 27. 

No.62 

85 

No.61 

85 

ハ
U

〆
むO

 
N
 
85 

No.59 

85 75 

No.57 

75 

No. 56 

75 

No.55 

75 

, No. 
! 17 

') 

[

J 

己O30 30 30 30 30 30 30 

-

J

J

h

d

 

《
ノ
一
《

d
-

O

P

1

 

4

5

 

1

2

 

4

4

0

 

0
υ
λ

“
ー

ハH
U
1
↓

〆
。

1
u

『
ノ
ーι/
h
u

F
h
υ
F
h
J
U
 

7

8

 

1

l

 

A
W
\

一

U
l
i

←
:
一
明
ハ

ι

一
野E
H
C
}
百
戸
?
と
ち
￡
同
区
一
引
お

ぷ
件
記
む
一

L
7

九

一

7
4

〆
O

一
℃

U
N
h一
閃
ロ
〈
一

ω
ω

一
次
。
右
中
年
余
一
札

A
一

一
切
口
宮
市
町
日
ど
ち
お
同
区
一
%
引
一

一
次
外
志
お
一

&
0
.

一
一
フ
円
。

℃
ω
N
h
古
口
〈
お

U
U

明
臥
逗
主
|
布
引
一1
i

一

一
切
三
口
市
付
ロ

H
E

刷C
2
5
-

一
舛
幻
一

ぷ
持
主
抑
制

1九

λ

一

6

5

 

一

l
z
y
E〈
|
川
以
一

一
次
迄
存
会
一
丸
仁
一

切
口
一
口
門
出
店
心
』
ん
ち

ω

判
同
一
白
初
日
刊
一

一
次
特
}
己
資
一
札
日
.
一

-
U
ω
N
h
-

出
口
〈
回
目

一
次
〕
毛
主
市
町
一
江4

一

一
切
巴
山
口
百
日
記
』
0
2
5
-

一
お
お

唱
。
時
}
訟
が
-
乙
フ
一

n
o
7
ι
 

一
司
む

N
K内
古
口
〈
一
的
万

一
次
逗
主
余
一
江

A
一

一
切
￡
ロ
ヨ
ロ
H
む
』
刷
C
S

司
区
一
日
%

一
屯
応
外
忘
却
劃
一

7
.
L

一
一
ハ

6
7
a

一
切
払
引

U山

一
守

F
4
λ

斗
‘

一
勺
ノ
ゐ、i

\

『
/
〆
。

\
。

Q
U

円
V

B

，
。

77 .2� 

一
は
ロ
}
に
つ
い
戸

E
U
L
Y
V
U
Z心
-
一

一
ぷ
帽
す
一
と
ぎ

H
V
U
N
k
f

目
C

〈

一
」
一
干
~
ミ
{
や

。

2 2 

3 

も己お も

。~"S もえ
E 

持 E
む,:;;: 1-. 

ー令ー

匂~

>

~2 
d 
'v -

81.64 

T
U
N
h
一
応
ロ
〈

》
宇
山
之
h
~日

ο 

2 

86.89 90.24 82.33 86.18 9::.20 92.60 

-
Uむ吋
K
丘
団
ロ
〈

国
一
干
支
A
4

℃
ω
N

土
出
口
〈

4
4
唱
生
十
市
中

温度|
巳 Tempera- I 

と云 ture 'C 
"01 時間

時交 Time hr. 
む I HNO ，f);'l皮

将~!:'P: HNO" con-
.~ I centratioロ
縦苦%:

(5: 祝賀 Jt 
, Liquor ratio , 

JN~挙対 No.17
Yield %. 100 

against No. 17 

リゲニン

Lignin 
ペント{ザン

Pentosan 

HNO" ýJHQr後 NaOH 1m応こよりへムロック・アスプルン 1，'パルプから

リグニンおよびペント{ザンのI京芸ミ

Removing lignin and pentosan from Hemlock Asplund pulp No. 17 

by NaOH aq after HNO" treatment. 

第 28 表
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100 Vi'í r喰リグニンの苛性ソーダ袖Ïlおよびてれに1下う〈ントーザンの;J!Cf\状態を検討した
し恭一

っき ι，

この:夫かlf時間，苛性ゾーダ、濃度 1~2?占， 液比 30 f音容の制下で勿I!J弔した浩呆を第 28 表lこ示すC. 

苛i生 1- ダ処JIJ1 I 土:Ko. 65 が良いと思われるコらも，硝酸知'lJ!1J: 土 No. 61 が適当で，また，

つぎに，硝険処印後のアスプノL ンド法パルプを1.でも使用した硫塩素酸ソー〆で Wi:;e 法.二より処rql

その雪量{牛およびパルプの成うJトリグニンを除去しようと試みたして，ペントーザンを可及的に保留して，

の勤行~土第 29 夫のとおりで，硝宣言処E現を{子わなかったものもその結果を併，fc した

HNO ~1用後 NaCIO，処理iこよりへムロック・アスプルンドペノL フ・から

リグニンおよびペント{ザンの除去

Removing lignin :md peロt03an fro:n H己mlo::k Asplund pulp No. 17 

by NaCIOョ after HNO, treatment. 

第 29 表

Table 29. 

i No. 68 No.6中

No. 57 :こ同じ No. 61 iこ同じ
The same as The same ぉ

No. 57 No. 61 

80 80 

No. 67 No.17 

HNO，蒸 F洋条件
HNO" じooking

condition 

80 温度
Temperature C 
時間
Time lx3 lx3 lx3 Izr. ロ

C

山
判
明
℃
ロ
q
u

切
口
Z
R
WトC
m
o
-
υ司
Z

υ
一
弘
縦
割
或
"
。
己
目
Z

(Sample x-JQ-1 ×ご
100 

10 
(Sample x '-;-) x 3 

:3.07 

(Sample xυ?_) x 己
100 

10 (Sampleﾗ 5)ﾗa 

63.73 

(Sample x ~.~O;C- ) X 3 
:00 

10 (Sample x __':5"-) x 3 

5~. よ3100 

g 

CH,COOH 
drop 

収率対 No. 17 
Yield 9b. against 

No. 17 

NaCIO, 

。
九

、
ミ

切
口
山
口
一
何
回
口

ω
』
同
=
削
W
H
H
H
V
-

手
足
苛ー

か

℃
ω
N
h
-
d
C
〈

一
一
一
一
干
』
ヰ
{
。

、
守
、

、
一
も

は
口
一
己
申
司
戸
口

ω
い
刷
G
A
U
U
F
冗
V
{

品
、
=
-
ベ
ぶ

必
町
、

w
-「
U
i
-
い
ミ

。

h
u

℃
む
N
h
-司己
〈

-
一
一
一
干

K
T
A
(中

明
。

M
E
山
口
市
川
吋
戸
口

ω
」
トH
C
む
いF
d
u
v


件
、
忘
お

ぷ

H
U
ω
N
h
-
d

ロ
〈

Y一
一
干
右
守
市
J
U

。
弘

司
ω
N
k
f
M

吋
口
〈

一
~
手
止
『a
h
m

3.86 1.52 2.82 1.27 10.09 5.25 28.87 
グニ

Li只nin
ペント- .lf ン

Pentosa口

ンリ

"1.84 3.47 36.07 3.43 35.36 3.88 白 .06

リグニン含有量は減少している苛性ゾ{ダ処開よりは，おおむね収量，ペントーザン桟留二容は上昇し，

No. 69 の硝酸処J!Jlを行わ子リグニン含有量から考えれば，No. 68. No. 69 を上E較すれば，収量，カ'.

iこ. I1直接並塩素酸ゾーダ、処理をした方が好ましい結果を示してし、るコ確霞処理条件が No.68 よりは緩や

かな No.67 の方がこの傾向はさらにはなはだしt '0 この間の様子を確かめるために，高塩素酸ゾーダ処

両者の強度試験の結果 (No. 70. No. 71)および上述の硝酸処理関係の主要なものの理を 1 固にして，

強度試験をまとめて第 30 表に示すご

せいぜい No.65 桂皮と思われ. J!{ 

量，強度を考えれば有利とは思えなL 、ごまた，硝酸処理は，後の郭塩素直室 J ーダによる構築を阻害し，試

硝酸ー苛性ゾ{ダ法によるアスプルンド法パルフ・の精製効果は，
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第 3~ 茨 HNO".NaOH , HNO".NaC102 および N旦CIO合によって後処rH\した

ヘムロザクア λ プルン F パルプの強度比較

Tab!e 30. Comparison 0f strength among Hemlock Asplund pulp No. 17 aftertreated 

by HNO,.NaOH , HNO,.NaCI02 and NaCIOョ

後処用条件
Condition of 

aftertreating by 
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。 "ness "~~~~' st;;;;ce den. i , kin~ substance 記己玩五c瓦 ding
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験，'1':)にも全くポ成績であったづ

結 雪五
目ロ

アスプルンド法パルプは， {劫i1J叩こより充分製紙用パルプとして利用しうる見込みがあり，チップの前

生m聖法としては，炭酸カルシウム，炭酸ソーダよりは覇硫限ソーダ処即がj追いが，後処理法としてのクラ

ブト法，硝酸法はともに良好とはL 、えず，ての難点の 1 つはi液比の過大な点にあると思われる。

iff\塩素酸ソーダが安-muにス手できるようになれば別であるが，実用的な後処r1l\法としては，塩素 苛性

ソ{夕、系統の処斑法(第 6 表)が最も優れているように思われるコ

なお，本実験施行中 A. J. A. Aド l' r，r_'，j)同士が， 昭和 29 年 10 月に来，:01 された際， I塩素ー苛性ゾ

{ダによるアスプルンド法パルプの精製試験を実施中であるが，てのう抑止Lは塩素の ff而絡にある」といって

おられたコその後同博士の報交に接していないコ
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1) 木村良次・寺谷文三・館 勇: パルプ及び製紙に関する研究第 4 報， パルプ中のリグニン含有量

と帝~t力との関係，木材研究， 13 , (1954) , p. 157 
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Studies on High Yield Pulp. (Part 1) 

Attempt to prepare paper-making pulp from Asplund pulp. 

Yasumasa YO:S- EZAWλ ， Kango MIYλZλ1;: 1 and 

Kllninori U札口n

(Résum邑)

Determining the pulping condition by the Asplund Laboratory Defibrator , we compared 

chemical components of wood with thme of prepared pulp. 

If Asplllnd pulp is deligniτlified hy NaCIOョ to some extent , it3 strength con~iderably 

incre旦ses. So , we tried to refine Asplund pulp of Red Pine in 7 stages (Cl -NaOH , 6 

stages; bleaching powder, 1 st旦gel ， and although it弓 strength was not hetter than K_ P_ of 

Red Pine, it was equal to K. P _ of Beech_ 

We tried to improve Asplund pulp by pretreating with Na,SOJ, CaCO, and Na，SO，・

Pretreating with NむS03 and bleaching by HョOョ was better, but the strength was still weak_ 

Though we expected to make paper by mixing this pulp with other stock , we were not 

able to use the pulp as a sllbstitute for S. P. of newspri口t.

We tried to refine Asplund pulp by the kraft process , but the liquor ratio became 

very high (in ordinary autoclave 1, and the result was not good_ The reslllt of refining hy 

HN03 was the same as in the kraft proce�; particlll司rly， NaCIO, treatment after HNO; 

refining was competely ineffecturaL 

In short, after-treating Asplund pulp by Cl-NaOH was tbe most hopeful in using Aspｭ

lllnd pulp for paper making_ 


